
日

大

審
判
長
　
　
　
　
　
　
　
横
田
　
清
隆

令

和

５
年

１０
月

２１
日

Ｕ
、
東

京

武

道
館
に
て
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
開
会
式
で
は
、
真
砂
　
威
全
日
本
剣

道
連
盟
副
会
長
の
斯
道
発
展
に
対
す
る

謝
意
と
激
励
の
ご
挨
拶
、
続

い
て
千
葉

胤
道
東
京
都
剣
道
連
盟
会
長

の
歓
迎
と

激
励

の
お
言
葉
を
賜
り
、
そ
の
後
、
審

判
長
よ
り
試
合
上
の
注
意
な
ら
び
に
指

定
技

の
発
表
が
あ
り
、
開
会
式
が
終
了

す
る
ｃ
審
判
長

・
審
判
主
任

・
審
判
員

が
配
置
に
付
き
、
各
試
合
場
に
選
手
が

入
場
し
、
全
員
が
起
立
、
審
判
長
の
号

令
に
よ
り
正
面
に
礼
を
し
、
武
道
館

の

大
太
鼓
が
響
き
渡
る
中
、
各
会
場

一
斉

に
試
合
が
開
始
さ
れ
る
ｃ

白
熱

の
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ど

の
試
合
も
目
が
離
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

七
段
の
部

決
勝
は
、
原
田
　
渡
選
手

（神
奈
川
）

と
松
下
武
人
選
手

（静
岡
）

の
対
戦
で

あ
る
ｃ
両
選
手
と
も
成
風
堂
々
、
気
眈
脹
る

対
戦
で
あ

っ
た
が
僅
差
で
原
田
選
手
に

軍
配
が
上
が

っ
た
。

ま
た
、
準
決
勝
で
原
田
選
手
と
対
戦

し
た
瀧
澤
朋
未
選
手

（群
馬
）
は
、
気

眈
充
分
で
技

の
切
れ
も
良
く
、
今
後
に

期
待
し
た

い
。

ま
た
、
同
じ
く
準
決
勝
で
松
下
選
手

と
対
戦
し
た
宮
原
浩
義
選
手

（長
野
）

も
技
が
素
直
で
あ
り
、
同
じ
く
今
後
に

期
待
し
た

い
。

六
段
の
部

決
勝
は
、
山
本
　
亮
選
手

（静
岡
）

と
草
間
大
介
選
手

（新
潟
）
の
対
戦
．

山
本
選
手
は
五
段
の
部
で
準
優
勝
２

回
、
草
間
選
手
は
、　
一
昨
年
準
優
勝
、

昨
年
優
勝
で
あ
る
。
両
選
手
と
も
持

て

る
力
を
出
し
切
り
、
迫
力
満
点

の
演
武

で
あ
ら

た
ｃ

結
果
は
、
僅
差
で
山
本
選
手
が
優
勝

す
る
ｃ
準
決
勝
進
出
の
竹
薮
直
人
選
手

（兵

庫
）
。
畑
中
健
佑
選
手

（長
崎
）
と
も
、

今
回
の
結
果
を
分
析
し
、
自
分
に
は
何

が
足
り
な
い
の
か
、
他
者
は
如
何
し
て

い
る
の
か
等
研
究
し
、
今
後
に
備
え
稽

古
に
励
ん
で
下
さ
い
。
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
ｃ

五
段
の
部

決
勝
は
、
西
川
貴
都
選
手

（愛
知
）

と
田
中
伸
明
選
手

（東
京
）
の
対
戦
〓

田
中
選
手
は
、
昨
年
は
五
段
の
部
の

優
勝
者
で
あ
る
が
、
西
川
選
手
の
修
業

経
験
が
勝
り
、
西
川
選
手
が
優
勝
し
た
．

ま
た
大
野
直
人
選
手

（千
葉
）
は
昨

年
は
準
優
勝
で
あ

っ
た
が
惜
し
く
も
準

決
勝
ま
で
、
松
浦
斉
範
選
手

（新
潟
）

も
惜
し
く
も
準
決
勝
ま
で
で
し
た
。

試
合
は
両
者
を
比
較
対
照
し
ま
す
。

普
段
の
稽
古
に
お
い
て
苦
手
と
思
う
所

は
無
く
す
様
に
し
、
此
れ
位
と
か
思
わ

ず
自
分
を
鍛
え
、
向
上
し
て
く
だ
さ
い
。

期
待
し
て
お
り
ま
す
．

閉
会
式
閉
会
式
は
成
績
発
表
、
団
体

の
部

・

個
人
の
部
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
中
谷

行
道
全
日
本
剣
道
連
盟
専
務
理
事

の
挨

拶
が
あ
り
、
閉
会
と
な

っ
た
。

総
　
評
全
体
的
に
は
確
実
に
レ
ベ
ル
は
向
上

し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

型
に
捕
ら
わ
れ
過
ぎ
ず
、
彼
我
の
関

係
を
考
え
、
切
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ

し

い
ｃ
手

の
内
を
確
り
決
め
、
何
処
ま
で
切

る
か
が
問
題
で
す
。
其
処
に
止
め
る
の

で
は
な
く
、
其
処
ま
で
切
る
の
で
す
。

居
合
道
は
武
道
で
あ
り
ま
す
。
武
道
で

あ
れ
ば
、
敵
が
居
る

（居
合
道
で
は
仮

想
敵
）
ｃ
敵
が
居
れ
ば
彼
我
の
関
係
が
出

来
る
。
教
本
に
は
各
技
に

「
要
義
」
が

あ
り
ま
す
、
其
れ
を
ど
の
様
に
解
釈
す

る
か
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
大
会

の
開
催
に
あ
た

り
、
役
員
の
方

々
、
東
京
都
剣
道
連
盟

居
合
道
部

の
方

々
に
は
、
準
備
か
ら
終

了
ま
で
、
全

て
の
部
署
で
温
か
く
接
し

て
頂
き
、
会
場
を
去
る
ま
で
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た
ｃ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

七段優勝 原田 (神奈川 )

五段優勝 西川 (愛知 )
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第58回 全 日 本 居 合 道 大 会
都道府県対抗優勝試合
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〔七段の部〕

ま
し
た
こ

ま
た
、
我
が
家
は
、
代

々
、

コ
メ
作

り
農
家

で
し
た
が
、
国

の
減
反
政
策

に
岡 安

横 田 靖

佐久間

1直 本 智

誠 (岡 山)

了‐(ネ冨 1司 |

聡 (福 島)

久 (栃 木)

1苗 (′鳥 耳又)

義 (長 野)

元 (熊 本)

進 (奈 良)

傑 (宮 城)

和 (北海道)

一 (茨 城)

志
`愛

 媛)
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敬 1山 口)
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夫
`埼

 玉)

典 (福 井)
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(山 梨|
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(長 崎)
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金
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
ｃ
更
に
、
日
曜
日
の
午
前
中
は
、
門

下
生

の
有
志
が
集
ま

っ
て
自
由
稽
古
、

0

2

回

日
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〔六段の部〕
更
正
剣
道
会

み
な
み
の
剣
道
教
室

大
蔵
剣
道
倶
楽
部

田

竹

小

山

須ノ‐
「

剣
道
　
海
の
風

錬
心
舘
市
原
道
場

八
幡
流
水
館

Ｌ

朋 (岡  山)
策 (鹿児島)

亮 〔静 岡)
彦 (北海道)

蔵 (神奈川)

太郎 (福

生 (島

潔 美 (和歌山)
健 佑 (長 崎)
有紀江 (石 川 )

貴子 (島 根 )

久

永

　

手

利
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江

村

井

山
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永 野 宏 樹 (余 良)

優
勝

・
山
本
　
一元
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岡
）
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知

重

京

形

庫
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梨
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愛

山
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国
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0
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石
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宮
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大

理
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塚
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狐

目

上

3

。
東
明
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【富
　
山
】

・
新
湊
少
年
剣
道
教
室

・
大
垣
市
東
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剣
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ス
ポ
ー
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少
年
団

・
稲
羽
東
剣
道
少
年
団

【二
　
重
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セ
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〔五段の部〕

西

川

1

崎 彰 廣 (熊
(岩

`鹿

児

神奈

愛夕
＝二貝

龍 (長

藤 雅 明 〔香

甚 (石

憲 ′
「
(広

松 1甫 斉 範 (新

美喜男 (山

村 明 昇 (青
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井
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見
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田
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ハ
ヽ
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岡

城

井

重

木

島

山
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島
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千
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宮
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徳
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官
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人

樹

志

平
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希

正

信
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奈梨

直

芳

王

翔
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知

京
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